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穂の中軸が二股に分かれた和歌山県白浜産のエノコログサ(イネ科)

久保田　信

Shin Kubota : A bifurcated ear of Setaria viridis L. (Gramineae)

from Shirahama, Wakayama Prefecture, Japan

エノコログサsetaria viridis Linnaeusは、日

本では北海道から沖縄県までの撹乱地に生える

一年生草本(北村ほか, 1964 ;長田1973

大井, 1972, 1975 ;佐竹ほか, 1994)で、和

歌山県白浜町でも本種は普通に見られ、夏から

初秋に多数の穂をつける。エノコログサの穂は

中軸と円柱状に配置された小穂とから成り、通

常は分枝しない。ところが、 2000年9月に福

原武志氏が和歌山県白浜町に所在する京都大学

瀬戸臨海実験所構内で、偶然、中軸が二股に分

岐した1個体を発見した。福原氏も筆者も、そ

して実験所構内の植物に詳しい樫山嘉郎氏も、

このような二股穂個体との遭遇は初めてであっ

た。

図1和歌山県白浜町で発見された穂の中軸

が二股に分岐した工ノコログサ(矢印)
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その同時期に、筆者は、実験所の構内はもと

より、近隣区域を調査したが、このような分岐

個体はこれ以外に発見できなかった。

それから1年後　2001年9月)に、筆者は

同構内の同サイトのみで、同様な穂を持つ3個

体のエノコログサ(図1-3)を再確認した。

以下にその詳細を記録するとともに、分岐の由

来について若干の考察を行う。

採取地　京都大学瀬戸臨海実験所構内の1ヶ所

(南浜に面した水族館入りロー事務室

前-の駐車場の南東端の一角)

図2　図1の中の二股の穂の拡大写真



図3　穂の中軸が二股分岐を示す他の2個の和歌

山県白浜産エノコログサ

発見日　　　2001年9月21日

生育状況　　8年前に整備し、その後に芝を植

えた長方形の区画12㌦　705cmX

170cm)に計793個の穂が見られ、

そのうち3個の穂が二股であった。

中軸の分岐位置は中部より上方で、

二股に分かれた部分の中軸は、ほぼ

同長と不同長の両方が見られた(図

1 -3)。穂の中軸が二股に分岐す

る3個体では、個体内にある他の2

-6個の穂は正常であった。二股に

分かれた稗の長さは、正常の穂に比

べて短かめであったが、梓の長さで

は大差がなかった。二股個体の稗の

最長は46cmであった。

2日後の2001年9月23日に、実

験所構内でさらに合計約5000個の

穂を調査したが、いずれも正常で

あった。

なお、 1960年以降にこうした二

股穂は認められていなかった(樫山,
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二股の花穂を持つ3個体(および昨年の1個

体)は、すべて、それぞれの個体の他の稗に形

成された穂はすべて正常な形態であった。この

ことから、種子発芽前後の突然変異ではなく、

穂の原基形成前後の突然変異の可能性がある。

しかし、特定部位に機械的なダメージ、ある

いは自動車の排気ガス中の成分などが、一時的

あるいは長期にわたって、何らかの影響を与え

ることによって一種の奇形を誘発した可能性も

否定できない。瀬戸臨海実験所構内で、昨年の

二股穂の最初の発見と同じサイトのみに二股穂

を持つ個体が出現したことから、今後も継続観

察の必要があろう。なお、二股の穂などに形成

された種子を蒔いて、どのような穂となるのか

調べることも将来必要であろう。

ところで、筆者は、 2000-2001年に和歌山

県田辺市新庄総合公園でもエノコログサの二股

穂の出現を毎日のように長期間調査したが、穂

が二股の個体は見られなかった。また、白浜町

の各地でも2000年から機会ある皮に観察した

が、二股個体との遭遇はなかった。従って、白

浜町周辺地域では二股穂の出現は希少例であ

る。

ところが、本会の後藤伸氏は二股穂の個体を

これまで県下で見たことがあり、それほど特異

な現象ではない場所もあったとの情報を下さる

とともに、二股穂の出現は、なんらかの環境悪

化の肇告を示唆しているのではないかと推察し

ておられた。今後、和歌山県下はもとより日本

全国の諸処で二股穂の出現状況を調べ、環境変

化との対応を分析する必要があろう。
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